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一宮市 まちづくり部 都市計画課



本日の内容

１.前回の振り返り・いただいたご意見（８/２７・１０/２０）

２．銀座通りの検討方針

３．千歳通り交差方法の検討方針

４．ラウンドアバウトの検討方針

５．その他の整備検討方針

６．プロジェクト全体の取組状況

７．意見交換

１



１．前回の振り返り・いただいたご意見

２



「つかう」・「つなぐ」取り組み 「つくる」取り組み

プロジェクトの経緯

３

2020年度

2021年度

2022年度

2023年度

一宮市ウォーカブル空間デザインプロジェクト 始動

ウォーカブル社会実験 ストリートチャレンジ2021

一宮まちなか未来会議設立

ウォーカブル社会実験
ストリートチャレンジ
2022 2023

未来ビジョン策定・公表

一宮駅周辺地区
デザイン懇談会の設置

2024年度

ワークショップ
や勉強会

具体的なアクションの展開

有識者からエリアデザイン
やマネジメントについて、
アイデアをいただく

地域の皆さまとの対話を
重ね、整備の大きな
方向性を検討



銀座通り周辺のデザインアイデア （デザイン懇談会）

４

あくまで検討を行うためのアイデア図の１つであり、
実際の整備案ではありません。



計画のポイント

５

④駅前広場の
機能再編

一
宮
駅

①エリア間の連続性確保

②沿道が溢れ出す、まとまった広場

③銀座通りから本町通りをつなぐ
シンボリックな場

銀座通り
至

真
清
田
神
社

あくまで検討を行うためのアイデア図の１つであり、実際の整備案ではありません。



沿道が溢れ出す、まとまった広場
• 車道（車が走ってもいい路線）を北側に寄せて、南側に広場
• 南側沿道には、沿道からの溢れ出し余地を確保

６

道路を通行止めにすることなく、社会実験時
と同規模のまとまった空間を創出

℗

車道を北側に寄せる

沿道駐車場等への乗入れ

荷捌等の停車スペース設置

沿道の滲みだし余地を確保地下との連携を高める空間づくり

沿道の滲みだしのイメージ（神戸市サンキタ通り）

出典：神戸市



沿道アクセスへの影響

７

（千歳通り通行止め） （千歳通り通行止め＋銀座通り一方通行化）

沿道アクセスのための走行距離の増加率

• 千歳通り通行止めは、沿道アクセスにほとんど影響はない
• 千歳通りの通行止めに加え、銀座通りを一方通行化した場合、沿道アクセスへの影響が大きいため、
周辺の一方通行の見直しを合わせ、その実現可能性を検証する必要

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

１.００

１.００ -

１.０５ -

１.１０ -

１.２０ -

１.３０ -

１.４０ -

再編／現況



今後の進め方

８

一宮市の課題を踏まえ、まちなかが目指すべき姿、
デザインの考え方など有識者から提案をいただく

地域の皆さまとの対話を重ね、整備の大きな方向性
を共有

皆さまと大きな方向性を共有できた段階で移行事業化

社会実験を行いながら、詳細なデザインを検討
引き続き地域と議論し検討を実施計画設計

工事

構想

方向性の共有

• 今年度は皆さまとの意見交換を３回＋必要に応じて実施し、具体的な整備の方向性を検討
• 関係者間で方向性を共有できた段階で、事業化を予定
• 計画段階等においても、プラン条件計画内容について意見をいただきながら具体化していく予定



分類 ご意見

１．銀座通り （自動車交通について）

自動車は双方向通行できるようにしてほしい

一方通行化を行う場合は、周辺の交通規制を含めて検討してほしい

沿道の駐車場等に乗り入れができないのではないか

停車スペースを確保してほしい

（広がった歩行者空間の活用について）

広場をつくって何をするのか？

防犯等の安全面、金銭面を含めて子どもだけでも安心して楽しめる、居場所となるよ
うなところがほしい

定期市ができるとよい、災害時に集まれる場所になるとよい

誰のどんなにぎわいを目指しているのか？ごみや騒音など住民への配慮が必要

緑化において鳥害が発生しないよう、配慮してほしい

銀座通り再整備によるポテンシャル発揮に期待する

日常的に行ける場所であれば、お金をかけず楽しめる場所がいい

２．千歳通りの交差方法 千歳通りは遮断しないでほしい、分断のデメリットは非常に大きいことを認識してほしい

ペデストリアンデッキをつくったり、地下駐車場を道路にすることも考えられるのでは

千歳通りの通行止めは駅西への影響もあるのではないか

国道や県道だけでなく、生活道路への交通影響も検証してほしい

交通問題がなく、それが民意であれば良いと思う。ただし、千歳通り沿いの事業者や住民
の声を踏まえて検討してほしい。

３．ラウンドアバウト
（地下駐車場出入口）

ラウンドアバウト（ロータリー）はシンボルとして残したい

地下駐車場の出入口（入口）はなくさないでほしい

前回の説明会でいただいたご意見

９

８/2７、10/20



分類 ご意見

４．その他整備 駅への多様なアクセス方法（自動車、公共交通、自転車）を検討してほしい（10/20も同意見）

子どもがいると車での移動が安心。シャトルバスや駐車場割引等来やすくしてほしい。

夜、駅周辺が暗く、安心して出歩けない。子どもは近くても車で送迎が必要になる

ホンマチチャレンジをやっているが、お店の人にとって外でのサービスは難しいと聞いて
いる。

５．プロジェクト全体 ハード面の整備は良いことだが、それよりもソフト面の方が重要では

駅西や本町通りを含め、エリア全体でどうしていくかを考えていく必要があるのでは

周辺で買物して暮らせる環境が必要。真清田神社門前市をまた始めてほしい

６．プロジェクトや対話
の進め方

対話の機会は非常によい

情報発信をわかりやすくしてほしい、資料を配布してほしい

「子育て世代が住みやすいまちなか」を目指すには、もっと多様な意見を聞くべきでは

これからの若い方の意見も聞いてみたい

ロードマップを示してほしい

現状で困っていない

地元が望まないのならば、他のことに税金を使ってほしい

地元の問題でなく、市全体の問題である

話し合いから実行までが長すぎる。スピード感をもって進めてほしい

１０

２.前回の説明会でいただいたご意見 ８/2７、10/20



２．銀座通りの検討方針

１１

（自動車交通について）

自動車は双方向通行できるようにしてほしい
一方通行化を行う場合は、周辺の交通規制を含めて検討してほしい
沿道の駐車場等に乗り入れができないのではないか
停車スペースを確保してほしい
（広がった歩行者空間の活用について）

広場をつくって何をするのか？
防犯等の安全面、金銭面を含めて子どもだけでも安心して楽しめる場所がほしい
定期市ができるとよい、災害時に集まれる場所になるとよい
誰のどんなにぎわいを目指しているのか？ごみや騒音など住民への配慮が必要
緑化において鳥害が発生しないよう、配慮してほしい
銀座通り再整備によるポテンシャル発揮に期待する
日常的に行ける場所であれば、お金をかけず楽しめる場所がいい



銀座通りの整備検討の方針

１２

℗

車道を北側に寄せる

沿道駐車場等への
乗入れのための
動線確保

荷捌等の停車
スペース設置

沿道の滲みだし
余地を確保

地下との連携を
高める空間づくり

自動車は
双方向通行とする

広がった歩行者空間の活用

至

一
宮
駅

至

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

道路を通行止めにすることなく、社会実験時と同規模のまとまった空間を創出

℗℗

沿道の滲みだしのイメージ（サンキタ通り）

出典：神戸市



新虎通り（東京都港区）

１３
出典：新虎通りエリアマネジメント

ランチタイムキッチンカー（毎週木曜）オープンカフェ

道路内建築 移動式遊び場（ストリートマルシェなど期間限定）

人口：2６.６万人



池袋駅東口グリーン大通り（東京都豊島区）

１４
出典：ＩＫＥＢＵＫＵＲＯ ＬＩＶＩＮＧ ＬＯＯＰ 

居場所づくりとして常設化に向けたファニチャーの社会実験 マーケットの開催

ＩＫＥＢＵＳバス停前のファニチャー キッチンカー

人口：29.2万人
駅乗降者数：23万８千人/日（池袋駅）



サンキタ通り（兵庫県神戸市）

１５
出典：神戸市

整備前のサンキタ通り

再整備後のサンキタ通り（昼） 再整備後のサンキタ通り（夜）

サンキタ通りと合わせて再整備されたサンキタ広場

人口：1５0万人 駅乗降者数：1７.５万人/日（三宮駅）
駅乗降者数：20.７万人/日（神戸三宮駅）
駅乗降者数：22.0万人/日（三ノ宮駅）



花園町通り（愛媛県松山市）

１６

• ６車線あった道路を２車線に減らし、歩道を拡幅
• にぎわいと交流を生む「広場を備えた道路」をコンセプトとして、道路空間の再配分、
シンボルロードとしてふさわしい景観整備、賑わい交流の場づくりを行っている

出典：国土交通省「ウォーカブルなまちづくり」

人口：５00,231人
駅乗降者数：2７,1７５人/日（松山市駅） ※路面電車 松山市駅を含まない



大手前通り（兵庫県姫路市）

１７
出典：国土交通省「ウォーカブルなまちづくり」

• 駅前をトランジットモール化するとともに、それに続く大手前通りに植栽やウッドデッ
キを整備し、買い物や食事を楽しんだり、ベンチで休憩したり出来る場所へと再整備

人口：５2.６、万人
駅乗降者数：9万７千人/日（姫路駅） ※新幹線含む



神門通り（島根県出雲市）

１８
出典：島根県「神門通りの道づくり」

人口：1７.3万人



まとまった歩行者空間の整備と活用に向けた検討課題について

１９

空間のあり方や緑の配置

人が滞在できる空間の整備が必要

夏の暑い時期にも歩きやすく滞在しやすくするためには
緑や木陰など快適性向上が必要

ムクドリなどの鳥害に配慮した緑の配置が必要

空間活用のルール作りと運営の担い手

音やごみの管理など生活者にも配慮したルールづくり

誰がどのようにルールの運用や管理などを行うか



３．千歳通りの交差方法の検討方針

２０

千歳通りは遮断しないでほしい、分断のデメリットは非常に大きいことを認識してほしい
ペデストリアンデッキをつくったり、地下駐車場を道路にすることも考えられるのでは
千歳通りの通行止めは駅西への影響もあるのではないか
国道や県道だけでなく、生活道路への交通影響も検証してほしい
交通問題がなく、それが民意であれば良いと思う。ただし、千歳通り沿いの事業者や住民
の声を踏まえて検討してほしい



前回お示ししたデザイン懇談会アイデア案

２１

一
宮
駅

至

真
清
田
神
社

銀座通り

あくまで検討を行うためのアイデア図の１つであり、実際の整備案ではありません。

千歳通り南北の自動車交通を通行止めにし、
駅と銀座通りの歩行者空間の連続性を確保



ロッテルダム中央駅

姫路駅

写真：Ｓａｔｏｓｈｉ Ｉｎｅｎａｇａ

デザイン懇談会アイデア案に関する事例

２２写真：ＧＯ ＴＲＩＰ ｈｔｔｐｓ://ｇｏｔrｉｐ.ｊｐ/201５/0７/2012６/

上野駅

出典：建設コンサルタンツ協会，協会誌293号，Ｐ3７

なんば駅

出典：なんばひろば改造計画



①千歳通りの交差方法の比較検討

２３

案１ デザイン懇談会アイデア案

駅―銀座通りの歩行者動線をフラットにつなぎ、自動車通行は通行止めにする案

案２

駅―銀座通りの歩行者動線をフラットにつなぎ、自動車は地下駐車場を通行する案

案３

駅―銀座通りをペデストリアンデッキでつなぎ、自動車通行は現状通り確保する案

案４

駅―銀座通りの歩行者動線を地下でつなぎ、自動車通行は現状通り確保する案



【歩行者動線】

•信号待ちがなくなり、駅から銀座通り
や沿道施設へのアクセス性が向上

【自動車交通】

•通過交通※がなくなり、駅アクセス混
雑が解消

•通過交通が迂回し、周辺道路の交通量
が増加する

•沿道アクセスに迂回が生じる

【実現性】

•構造的な課題はなく、事業費は小さい

案１ 千歳通りを車両通行止めにし、歩行者動線をフラットにつなぐ

２４

ホーム：２階

改札：地上 銀座通り：地上千歳通り：地上

自動車は通行止め

（歩）信号待ちなく
まっすぐフラットに

行ける

（車）駅ロータリー
アクセスの混雑は
削減される

（車）沿道アクセスに
迂回が生じる

（車）通過交通が迂
回し、周辺道路の
交通量が増加する

※通過交通：この地域に用事がない人が
通り抜ける交通

出典：国土地理院撮影の空中写真を加工して作成



案２ 駅―銀座通りの歩行者動線をフラットにつなぎ
自動車は地下駐車場を通行

２５

【歩行者動線】

•信号待ちがなくなり、駅から銀座通り
や沿道施設へのアクセス性が向上

【自動車交通】

•通過交通がなくなり、駅アクセス混雑
は解消

•沿道アクセスに一部迂回が生じる
•地下駐車場の駐車場スペースが減少
する

【実現性】

•既存の構造では道路構造令を満みた
さない（幅、高さなど）

•出入口の改修・新設だけでなく、大規
模改修が必要であり、事業費は非常に
大きい

ホーム：２階

改札：地上 銀座通り：地上

千歳通り：地上

自動車は地下

（歩）信号待ちなく
まっすぐフラットに

行ける

（車）沿道アクセスに
一部迂回が生じる

（車）通過交通は
地下を通過

出入口の新設が
必要

（車）駅ロータリー
アクセスの混雑は
削減される

天井高=3.6m＜4.5m

ダクト下=2.8ｍ

幅員：6.8m ＜ 7.0m

3.0m3.0m

路
肩

路
肩

0.5m0.5m

7.0m

高さ4.5m

道路として求められる規格

現在の地下駐車場

出典：国土地理院撮影の空中写真を加工して作成



案３ 駅―銀座通りの歩行者をペデストリアンデッキでつなぐ

２６

ホーム：２階

改札：地上

千歳通り：ペデストリアンデッキ

銀座通り：地上

約６５ｍ

約３０ｍ

ＥＶ

地下駐車場

（車）橋脚により、ロータリー
を縮小する必要

（歩）千歳通り沿いの
店舗へ迂回が生じる

【歩行者動線】

•駅ホームから銀座通りの間の歩行距
離・上下移動回数が増える

•沿道施設へのアクセスに迂回が生じる

•橋脚等の障害物が増える

【自動車交通】

•通過交通は現状とほぼ変わらない
•駅ロータリー（送迎スペース）が縮小し、
交差点が混雑する可能性

【実現性】

•地下駐車場の構造物との干渉が生じ
る可能性

•事業費が大きい
地下駐車場と

干渉する可能性あり

（歩）信号待ちが解消

（歩）上下移動が増加

（ｉ-ビル3Ｆシビックテラス）

出典：国土地理院撮影の空中写真を加工して作成



案４ 駅―銀座通りの歩行者を地下でつなぐ

２７

地下駐車場躯体

【歩行者動線】

•駅ホームから銀座通りの間の歩行距
離・上下移動回数が増える

•沿道施設へのアクセスに迂回が生じる

•途中に急な坂道がある

【自動車交通】

•通過交通は現状とほぼ変わらない
•地下駐車場の駐車スペースが減少
する

【実現性】

•地下横断歩道として道路構造令を満
たさない

•地下街とする場合、建築基準法を満た
さない

•改修する場合、事業費が非常に大きい

千歳通り：地下

銀座通り：地上

（歩）急な坂道がある

（歩）出入口が
狭い

ＥＶが必要

ホーム：２階

改札：地上

（歩）千歳通り沿いの
店舗へ迂回が生じる

出典：国土地理院撮影の空中写真を加工して作成



②千歳通りの通行止めによる周辺道路への影響(案１）

２８

真清田神社

一宮市役所

一宮駅

迂回ルート想定が困難なため、
最も厳しい条件として、高架下から東口駅前方面に向かう
迂回交通がすべて駅前（南側断面）を通行すると想定

高架下（北）

高架下（南）

駅西

千歳通り通行止め時に想定される交通量の変化

２８％減

２８％減

１０％増

６％増

１５％増

２８％増

２６％増

©ＮＴＴインフラネット



再編時は迂回ルート想定が困難なため、
最も厳しい条件として、迂回交通がすべて
駅前（南側断面）を通行すると想定

②千歳通りの通行止めによる周辺道路への影響(案１）

現状の交通容量比※

現状 再編

東口駅前交差点 1.30 0.24

伝馬通り 0.52 0.27

国道155号 0.50 0.64

県道名古屋一宮線 0.58 0.65

高架下（北） 0.36 0.39

高架下（南） 0.35 0.33

西口駅前交差点 0.41 0.58

再編時の交通容量比の変化

２９

※交通容量比とは、道路がどれだけの車を効率的に
流せるかを示す指標で、「イチ」を超えると渋滞が
発生していることを表す

方向別最大値

1.30

真清田神社

一宮市役所

一宮駅

0.50

0.50

0.58
0.52

１.０ 以上

０.７ - １.０

０.５ - ０.７

０.３ - ０.５

０.３ 未満

高架下（南）

高架下（北）

0.41

交通量調査日:2023年10月13日（金）晴れ

©ＮＴＴインフラネット



①千歳通り
南側沿線

②銀座通り
（アパH前）

③銀座通り
（セブン前）

④ラウンド
アバウト東側

⑤本町通り
２丁目沿線

⑥本町通
４丁目沿線

自動車所要時間 ８％増 ３％増 １％増 １％増 － １％増

歩行者所要時間 ３８％減 ２７％減 ２１％減 １５％減 １２％減 １２％減

③沿道アクセスへの影響

案１ デザイン懇談会アイデア案

駅―銀座通りの歩行者動線をフラットにつなぎ、自動車通行は通行止めにする案

３０

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

千歳通り沿いで
８％程度増加

①

②
③ ④

⑤

⑥

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

①

②
③ ④

⑤

⑥

駅からフラットにアク
セスできることで、千
歳通り、銀座通り、本
町通りへのアクセスが

大幅に改善

地区外から自動車での沿道アクセス時間の変化 駅から徒歩での沿道アクセス時間の変化

0.95

1.00

1.05

1.10

再編／現況

0.90

0.90

1.00
1.10

1.20

1.30

再編／現況

0.70
0.80



①千歳通り
南側沿線

②銀座通り
（アパH前）

③銀座通り
（セブン前）

④ラウンド
アバウト東側

⑤本町通り
２丁目沿線

⑥本町通
４丁目沿線

自動車所要時間 ４％減 ３％増 １％増 １％増 － １％増

歩行者所要時間 ３８％減 ２７％減 ２１％減 １５％減 １２％減 １２％減

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

案２

駅―銀座通りの歩行者動線をフラットにつなぎ、自動車は地下駐車場を通行する案

③沿道アクセスへの影響

３１

沿道アクセス改善に
はほとんど効果ない

地区外から自動車での沿道アクセス時間の変化 駅から徒歩での沿道アクセス時間の変化

①

②
③ ④

⑤

⑥

0.90

1.00
1.10

1.20

1.30

再編／現況

0.70
0.80

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

①

②
③ ④

⑤

⑥

駅からフラットにアク
セスできることで、千
歳通り、銀座通り、本
町通りへのアクセスが

大幅に改善

0.95

1.00

1.05

1.10

再編／現況

0.90



①千歳通り
南側沿線

②銀座通り
（アパH前）

③銀座通り
（セブン前）

④ラウンド
アバウト東側

⑤本町通り
２丁目沿線

⑥本町通
４丁目沿線

自動車所要時間 ６％減 ４％減 ２％減 ２％減 １％減 ２％減

歩行者所要時間 ７％減 ５％減 ４％減 ３％減 ２％減 ２％減

案３

駅―銀座通りをペデストリアンデッキでつなぎ、自動車通行は現状通り確保する案

③沿道アクセスへの影響

３２

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

交差点付近で
最大６％減

地区外から自動車での沿道アクセス時間の変化 駅から徒歩での沿道アクセス時間の変化

①

②
③ ④

⑤

⑥

0.90

1.00
1.10

1.20

1.30

再編／現況

0.70
0.80

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

①

②
③ ④

⑤

⑥

上下移動・移動距離の
増加により、信号待ち
解消の効果がほとん

どない

0.95

1.00

1.05

1.10

再編／現況

0.90



①千歳通り
南側沿線

②銀座通り
（アパH前）

③銀座通り
（セブン前）

④ラウンド
アバウト東側

⑤本町通り
２丁目沿線

⑥本町通
４丁目沿線

自動車所要時間 ６％減 ４％減 ２％減 ２％減 １％減 ２％減

歩行者所要時間 ２１％減 １３％減 １０％減 ８％減 ６％減 ６％減

案４

駅―銀座通りの歩行者動線を地下でつなぎ、自動車通行は現状通り確保する案

③沿道アクセスへの影響

３３

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

地区外から自動車での沿道アクセス時間の変化 駅から徒歩での沿道アクセス時間の変化

①

②
③ ④

⑤

⑥

交差点付近で
最大６％減

0.90

1.00
1.10

1.20

1.30

再編／現況

0.70
0.80

一宮市役所

一宮駅

真清田神社

①

②
③ ④

⑤

⑥

案３よりは上下移動
距離が短いが、
効果は限定的

0.95

1.00

1.05

1.10

再編／現況

0.90



案１ 駅―銀座通りの歩行者動線をフラットに
つなぎ、自動車通行は通行止めにする案

案２ 駅―銀座通りの歩行者動線をフラットに
つなぎ、自動車は地下駐車場を通行する案

案３ 駅―銀座通りをペデストリアンデッキで
つなぎ、自動車通行は現状通り確保する案

案４ 駅―銀座通りの歩行者動線を地下で
つなぎ、自動車通行は現状通り確保する案

千歳通りの交差方法の比較

３４

歩行者 上下移動・移動距離が増えるため、効果はほと
んどない

自動車 通過・アクセスは現状とあまり変わらない
駅ロータリーの停車スペースが減少する

実現性 地下駐車場と干渉する可能性がある
事業費が大きい

歩行者 上下移動・移動距離が増えるため、効果は小さ
い

自動車 通過・アクセスは現状とあまり変わらない
地下駐車場の駐車スペースが減少する

実現性 地下駐車場の大規模改修の必要があり
事業費が非常に大きい

歩行者 銀座通りや沿道施設へのアクセス性が向上

自動車 駅アクセスの混雑が改善
通過交通・沿道アクセスに迂回が生じる

実現性 構造物の新設・改修は必要なく
事業費は小さい

歩行者 銀座通りや沿道施設へのアクセス性が向上

自動車 駅アクセスの混雑が改善
通過交通・沿道アクセスに迂回が生じる
地下駐車場の駐車スペースが減少する

実現性 地下駐車場の大規模改修の必要があり
事業費が非常に大きい



４．ラウンドアバウトの検討方針

３５

ラウンドアバウト（ロータリー）はシンボルとして残したい
地下駐車場の出入口（入口）はなくさないでほしい



ラウンドアバウトの整備の経緯

３６

［形状］
・外径（車道部の直径）：40ｍ
・環道幅員 ：4.4ｍ
・接続道路数 ：４枝（１方向は一方通行）
・車線数 ：１車線

［整備の経緯］
・戦災復興土地区画整理事業（Ｓ22年度～）により設置
・銀座通公共駐車場の整備（Ｓ５0年完成）
・シンボルロード整備事業（Ｈ６～10年度）による整備
・駅前シンボルロード改良事業（Ｒ1～2年度）を経て現在の姿

１９６１年（昭和３６年）

１９４６年（昭和２１年）

出典）国土地理院

出典）国土地理院

真清田神社

一宮駅

真清田神社

一宮駅



前回お示ししたデザイン懇談会アイデア案

３７

一
宮
駅

至

真
清
田
神
社

ラウンドアバウト（環状交差点）及び中心のオブジェを撤去し、
銀座通り、本町通り、地下駐車場をつなぐシンボリックな
広場空間を創出



案１：車道部縮小 案２：案１＋南側歩道拡幅
（地下駐車場出口廃止）

案３：案２＋中央島の舞台化

ラウンドアバウト部の改良パターンの検討

３８

※銀座通りの車道は双方向通行・北寄せ案をベースに作成

【メリット】

•ラウンドアバウトの車両動線を維持し、
歩道空間の拡大が可能

【デメリット】

•駐車場出口が歩行者空間を分断

•セミトレーラー車の通行ができない

【メリット】

•ラウンドアバウトの車両動線を維持し、
歩道空間の大幅な拡大が可能

•まっすぐの歩行動線が確保可能

•歩行者動線から本町商店街入口の視
認性が向上

【デメリット】

•地下駐車場出口の廃止が必要

•セミトレーラー車の通行ができない

【メリット】

（案２に加え）

•イベント時等に円形舞台（ステージ）
として活用することができ、ラウンド

アバウトの象徴性を維持

【デメリット】

（案２に加え）

•事業費が増大



５．その他の整備検討方針

３９

駅への多様なアクセス方法（自動車、公共交通、自転車）を検討してほしい。
子どもがいると車での移動が安心。シャトルバスや駐車場割引等来やすくしてほしい。
夜、駅周辺が暗く、安心して出歩けない。子どもは近くても車で送迎が必要になる



駅周辺地区へのアクセス方法
 公共交通の利便性改善

 自動車駐車場の適正配置

 自転車の走行環境や駐輪場

詳細なデザイン検討
 幅員構成

 照明

 緑やベンチ等の配置

 舗装

 交通安全対策 等

５．その他の整備検討方針

４０

大きな方向性が決まったのちに

皆さまとの議論を行いながら

しっかりと検討

関連する計画や交通事業者等とも

連携しながら、多様な交通手段での

アクセスや回遊性の向上に向けた

交通施策を引き続き検討



６．プロジェクト全体の取組状況

４１

駅西や本町通りを含め、エリア全体でどうしていくか
ハード面の整備は良いことだが、それよりもソフト面の方が重要では
周辺で買物して暮らせる環境が必要



未来のまちなかのイメージ

①まちなかに関わる様々な主体が、まちなかの 望ましい未来を議論し、共有し、連携すること

②まちなかのこれからの変化や期待を市内外の多くの方に知ってもらい、興味を持ち、関わってもらうこと

③まちなかの取り組みと変化を記録し、新たな展開に柔軟に対応しながらその活動を発信すること

本町通りエリアビジョン イメージ

銀座通りエリアビジョン イメージ

①一宮まちなか未来会議の取り組み

４２

『杜・まち・人が織りなす、驚きや発見の生まれる次の１００年へ』

一宮まちなか未来ビジョン ２０２４年版の策定・公表



４３

①一宮まちなか未来会議の取り組み

ビジョンの実現に向けた取組体制

関連する取組の例



②本町通りでの取り組み

４４

商店街店舗の店先の道路上を活用し、テーブルや
イス、ワゴンを並べたり、ときには遊び場や緑をつ
くったり、楽しく居心地のよい歩きたくなる環境を
目指した期間限定の取り組みを実施中



②本町通りでの取り組み

４５



❶ 真澄園（お茶／カフェ）

長年、茶葉販売を手掛ける老舗が自社
物件を改装しリニューアルし、茶葉販売
のほか、カフェを営業

➋菓酒発酵 odd（飲食店）
一宮市内で複数の飲食店を手掛ける
Ｈａｎｇｏｕｔ ｃｏｆｆｅｅが新しい飲食店を
開業

❺ ＴＯＲＡ ＣＡＦÉ ｂｙｃ_ｔｈｏｕｇｈｔｃｏｆｆｅｅ

地元、一宮市で浅煎りコーヒーを広めよ
うと活動してきたｃ_ｔｈｏｕｇｈｔ ｃｏｆｆｅｅ
が一宮駅前で店舗を開業

❹ ＪＥＳ一宮ビル

日本エコシステム㈱の本店ビルが建替
えられ、1階に店舗・広場・市民ギャラ
リーを構えた開かれた空間へ

❸ Ｃｕｌｔｕrａｌｓｐａｃｅ生存(ギャラリー)

木曽川町の私設図書館「よみかけ文庫」
が本町通りに移転。図書館や映像作品
に特化したギャラリーを開設し、若者の
カルチャー拠点を目指す

❶真澄園

❺ TORA CAFE 
by c_thought coffee

➋菓酒発酵 odd

❸ Ｃｕｌｔｕrａｌｓｐａｃｅ生存

❹ JES一宮ビル

一宮駅

③まちなかの動き

４６



７.意見交換

４７

（１）銀座通りの整備方針

①自動車の通行方法

②まとまった歩行者空間の整備と活用方針

(２)千歳通りの交差方法や進め方

（３）ラウンドアバウトの改修方針

（４）その他


